
（平成２５年度決算)

【 概略 】

秋田県仙北市の財務状況

① 実質債務月収倍率 ② 債務償還可能年数 ③ 行政経常収支率 ④ 積立金等月収倍率

指標

一ヶ月当たり収入の何ヶ月分の
債務があるか。

一年間で生み出される償還原
資の何倍の債務があるか。

収入からどの程度の償還原資
を生み出しているか。

一ヶ月当たり収入の何ヶ月分
の積立金があるか。

行政経常収入 行政経常収入÷12

① 実質債務月収倍率 ② 債務償還可能年数 ③ 行政経常収支率 ④ 積立金等月収倍率
実質債務 行政経常収支 積立金等

行政経常収入÷12

意義

行政経常収支

指標 実質債務

（見通し最終年度：平成３０年度)

　

　

一ヶ月当たり収入の何ヶ月分の
債務があるか。

一年間で生み出される償還原
資の何倍の債務があるか。

収入からどの程度の償還原資
を生み出しているか。

一ヶ月当たり収入の何ヶ月分
の積立金があるか。

注意

意義

注意

やや注意

問題なし

問題なし

やや注意

③ 行政経常収支率 ④ 積立金等月収倍率指標 ① 実質債務月収倍率 ② 債務償還可能年数

24.0月

18.0月

0.0％

10.0％15.0年

1.0月

3.0月

債務償還能力

『地方債等の債務の大きさと、

資金繰り状況

『経常的な収支と積立金等の備

えからみた資金余裕状況』

現状、留意すべ

き状況にはない

9.4％ 2.3月

24.0月

18.0月

0.0％

10.0％15.0年

1.0月

3.0月

債務償還能力 資金繰り状況
留意すべき状況にはない

と考えられる

15.0月 13.2年

今 後 の 見 通 し

留意すべきと考えられる

債 務 の 水 準
償還原資の
獲得状況

経常的な収支の
余裕状況

資金繰りの
余裕状況

債 務 の 水 準 償還原資の
獲得状況

経常的な収支の
余裕状況

資金繰りの
余裕状況

15.3％ 3.4月13.4月 7.3年

仙北市病院事業会計において、赤字経営が続いていることから手元資金の不足が続いており、一時借入金残

高が増加している。これに伴い、平成23年度以降、資金不足が発生しており、見通し最終年度においても資金
不足は解消しない見通しとなっている。

留 意 点

現状、留意すべ

き状況にはない

償還確実性の現状判断

○起債発行の抑制により地方

債現在高が減少。

○歳計剰余金処分に伴い財

政調整金等に積み増したこと

から、積立金等残高が増加。

○結果、実質債務は減少し、

債務の水準を示す実質債務月

収倍率は問題ない水準。

○人件費削減の一方で、補助費

等が増加したため、経常的な支出

は増加。

○地域の元気臨時交付金の創設

に伴い経常的な収入は支出以上

に増加。

○結果、償還原資の獲得状況を示

す行政経常収支率は問題ない水

準。

○人件費削減の一方で、補助費

等が増加したため、経常的な支出

は増加。

○地域の元気臨時交付金の創設

に伴い経常的な収入は支出以上

に増加。

○結果、経常的な収支の余裕状

況を示す行政経常収支率は問題

ない水準。

○歳計剰余金処分に伴い財

政調整金、その他特定目的

基金に積み増したことから、

積立金等残高が増加。

○資金繰りバッファーを示す

積立金等月収倍率は問題な

い水準。

○財政調整基金の取崩しのため積立

金等残高は減少する見通し。

○引き続き起債発行を抑制するため

地方債現在高は減少する見通し。

○結果、実質債務は減少する見通し。

なお、経常的な収入が大幅に減少す

るため、債務の水準を示す実質債務

月収倍率は上昇するが、問題となる水

準にはならない見通し。

○人件費の削減、下水道事業への

繰出しの減少により経常的な支出

は減少する見通し。

○地方交付税の減少により経常的

な収入は大幅に減少する見通し。

○結果、償還原資の獲得状況を示

す行政経常収支率はやや低い水

準となる見通し。

○人件費の削減、下水道事業への

繰出しの減少により経常的な支出

は減少する見通し。

○地方交付税の減少により経常的

な収入は大幅に減少する見通し。

○結果、経常的な収支の余裕状況

を示す行政経常収支率はやや低い

水準となる見通し。

○ふるさと振興基金を積み増す

一方で、財源不足の補てんによ

り財政調整基金を取崩す見通し。

○資金繰りバッファーを示す積立

金等月収倍率は低下し、やや低

い水準となる見通し。


